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研究活動報告

特別講演会

2009年1月29日（木）午前に当研究所第4会議室で，日本・韓国・台湾の出生力低下と出生促進政

策に関する特別講演会（ミニカンファレンス）が開催された．この講演会は厚生労働科学研究費補助

金を受けた「男女労働者の働き方が東アジアの低出生力に与えた影響に関する国際比較研究」（研究

代表者：鈴木透）に伴うもので，報告・討論はすべて英語で進行された．

1．"Introduction:FertilityDeclineandGovernmentalInterventions

inEasternAsianAdvancedCountries" 鈴木透（企画部第4室長）

2．"LowFertilityandPolicyResponsesinKorea"

李三植（韓国保健社会研究院責任研究員）

3．"TransitiontoBelowReplacementFertilityandPolicyResponseinTaiwan"

李美玲（台湾亜洲大学副教授）

4．"Comments" 小島宏（早稲田大学教授）

鈴木報告は紹介を兼ねて韓国・台湾の出生力低下と政府の対応を日本と比較し，次いで李三植博士

と李美玲教授が各々韓国と台湾の現状について子細に報告した．小島教授が出生力低下の東アジア的

特徴とあるべき政策についてコメントし，李三植・李美玲両氏から回答があった．次いで一般討論に

移り，30名を超える参加者との間で活発な質疑応答が行われた． （鈴木 透記）

日本・スペイン高齢化シンポジウム

スペインのサラマンカ大学社会科学学部と日西センターは，2008年10月13日（月）～17日（金）の

日程で「スペインと日本の人口高齢化―ヨーロッパとアジア太平洋の比較研究と示唆点―」と題する

国際シンポジウムを開催した．このシンポジウムは，4つのトピックについてそれぞれヨーロッパ側

と日本側からひとりずつ報告する形式で行われた．報告者と論題は次の通りである．

1．高齢者の保護

“ProtectionoftheElderlyinEurope,” AlanWalker(UniversityofSheffield)

“ProtectionoftheElderlyinJapan,” JohnC.Campbell(KeioUniversity)

2．人口政策

“Tendenciasenlaevoluci�ondelaesperanzadevidaenlapoblaci�onespa�nola,”

RosaG�omezRedondo(UniversidadNacionaldeEducaci�onaDistancia)

“Lowest-LowFertilityanditsDemographicImpactinJapan,”

ToruSuzuki(NationalInstituteofPopulationandSocialSecurityResearch)
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3．雇用政策

“AgingandEmploymentinEurope:ActualSituationandPerspectives,”

AnneMarieGuillemard(Universit�eParis-Sorbonne)

“WhyistheIncomeInequalityamongtheAgedsoLow?AnExamination

oftheEffectofJobCareer,” KazuoSeiyama(UniversityofTokyo)

4．世代間葛藤

“Laimagendelenvejecimientoenlosmediosdecommunicationyenotrosgruposdeedad,”

PedroS�anchezVera(UniversidaddeMurcia)

“AfterParasiteSingles:TheRealStorybehindJapan'sMarriageCrisis,”

MasahiroYamada(ChuoUniversity)

日本側参加者とWalker教授（イギリス人）およびGuillemard教授（フランス人）は英語で報告

したが，スペイン人2名はスペイン語での報告だった．これらの公開討論は月～木曜日の午後4時～

8時の間に行われたが，翌日の午前中には報告者だけが参加する非公開セッションも行われた．

（鈴木 透記）
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